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早　播 ﾏﾝﾈﾝﾎﾞｼ -0.646 * 0.326 -0.729 ** 0.379 -0.444 -0.373 0.476
ﾊﾙﾋﾒﾎﾞｼ -0.830 ** 0.165 -0.600 * 0.536 -0.188 -0.610 * 0.423
ﾋﾉﾃﾞﾊﾀﾞｶ -0.840 ** 0.188 -0.651 * 0.526 -0.231 -0.594 * 0.459
適期播 ﾏﾝﾈﾝﾎﾞｼ -0.415 0.411 -0.017 0.727 ** -0.161 -0.657 * -0.232
ﾊﾙﾋﾒﾎﾞｼ -0.271 0.642 * 0.179 0.902 ** -0.261 -0.733 ** -0.528
ﾋﾉﾃﾞﾊﾀﾞｶ -0.522 0.042 0.342 0.823 ** 0.331 -0.917 ** -0.383
晩　播 ﾏﾝﾈﾝﾎﾞｼ -0.200 0.878 ** -0.196 0.434 0.235 -0.682 *
ﾊﾙﾋﾒﾎﾞｼ 0.242 0.829 ** 0.231 0.128 -0.066 -0.877 **
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第5図 晩播きしたハダカムギの総窒素施用量に対する収量および穂数，全粒数との関係． 
各年次の晩播区の値を総窒素施用量別に分けプロットした (n=20)．**；1％水準で有意であることを示す 
 
第7章 総合考察 
本研究では，ハダカムギの適期外播種における収量および品質の低下要因と対策技術を検討した．その
結果，播種期の早晩に伴う栽培期間中の日長，温度条件の違いが，ムギの生育や貯蔵物質に悪影響を与え，
収量および品質を低下させることを明らかにした．またその対策技術として，播種量や窒素施肥法の改良
により，収量および品質低下を軽減する効果があることを明らかにした．なかでも早播きは，適正な対策
技術を導入することで減収のリスクを回避できることから，大規模農家における計画的な早播きは，収量
の安定化の観点から有効な方策といえる．ただし晩播きは，適正な対策技術を導入しても，減収のリスク
が残ることから，やむを得ず作業遅延した場合を除き，極端な晩播きは避けるべきといえる． 
